
 
 
１ 日 時 

       ４月１７日(金)６校時 

 

２ 場 所 

       教室内で一次避難，そして校舎から校庭へ二次避難。 

 

３ 想 定  

       授業時間内に地震発生，電源喪失そして火災発生。 

 

４ ねらい 

 (1) 訓練を通して，自他の生命を尊重して安全に行動し，助け合う姿勢を養う。 

  (2) 生徒・職員共に避難経路を確認し，有事の際に備える。 

 (3) 職員が各担当の基本的な動きを理解し，有事の際に備える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震発生から，避難完了までは，

13 分 57 秒かかった。平成 26 年

度より，13 秒の短縮となった。し

かし，避難指示が出てから，避難完

了までは，平成 26 年度より１分

47 秒増という結果になり，避難時

の階段誘導に課題がでた。 

職員の役割分担を「担任」「副担

任（検索班・消火班）」「副担任（待

機班・指示伝達班）」「学年主任」と

４つの班に大きく分けて，実施し

た。 

違う役割の経験の必要性など，回

数をこなすことによって，見えてく

る新たな課題も見つけることがで

きた。 


